
（注２）業務費用及び業務収益の法人共通セグメントは、学内取引の相殺によるものです。

（注３）帰属資産のうち法人共通セグメントには、現金及び預金を計上しています。

（注４）目的積立金の取り崩しを財源とする費用は、大学セグメントにおいて72千円発生しており

ます。

（注５）各セグメントにおける損益外減価償却相当額、損益外減損損失相当額、引当外賞与増加見

積額及び引当外退職給付増加見積額は以下のとおりです。

（単位：千円）

区 分 大 学 附属病院 附属学校 小 計 法人共通 合 計

損益外減価償却相当額 2¶826¶043 17¶087 92¶980 2¶936¶111 ` 2¶936¶111

損益外減損損失相当額 ` ` ` ` ` `

引当外賞与増加見積額� 44¶326� 2¶022� 3¶708� 50¶056 `� 50¶056

引当外退職給付増加見
積額 � 765¶330� 49¶483 42¶657� 772¶157 `� 772¶157

（注６）附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、附属病院に関し国が予算積算した運営

費交付金を収益化した場合の相当額と994¶162千円差額がありますが、これは、国の予算積

算額に加えて、病院長裁量経費等45¶089千円及び附属病院における承継職員に対する退職手

当373¶733千円、附属病院セグメントの勤務実態に相当する人件費525¶897千円を計上したこ

と及び前年度からの運営費交付金債務の繰越分である卒後臨床研修必修化に伴う研修経費

48¶076千円と医師不足分野等教育指導推進経費1¶367千円によるものです。

（注７）附属病院における国立大学財務・経営センター債務負担金及び借入金により取得した資産

の減価償却費から元金償還額を差し引いた差額は、�677¶468千円です。

（注８）国から承継された附属病院の診療機器等に係る資産見返物品受贈額戻入は、41¶480千円で

す。

K̂ 寄附金の明細

（単位：千円、件）

区 分 当期受入額 件 数 摘 要

大 学 2¶861¶307 21¶136
現物寄附を含みます。
・金額 836¶862千円
・件数 17¶668件

附 属 病 院 314¶450 584
現物寄附を含みます。
・金額 17¶508千円
・件数 34件

附 属 学 校 156¶466 32
現物寄附を含みます。
・金額 99¶979千円
・件数 12件

合 計 3¶332¶223 21¶752

L̃ 受託研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大 学 119¶383 2¶418¶999 2¶263¶411 274¶971

附 属 病 院 29¶800 262¶415 220¶091 72¶125

合 計 149¶183 2¶681¶414 2¶483¶502 347¶095

C̃ 共同研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大 学 155¶005 515¶777 518¶748 152¶033

附 属 病 院 5¶533 16¶889 15¶015 7¶406

合 計 160¶537 532¶666 533¶763 159¶440

D̃ 受託事業等の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託事業等収益 期 末 残 高

大 学 8¶441 461¶441 439¶687 30¶195

附 属 病 院 159 57¶960 58¶120 `

合 計 8¶601 519¶401 497¶807 30¶195

Ẽ 科学研究費補助金の明細
（単位：千円）

種 目 当 期 受 入 件 数 摘 要

科学研究費補助金

特別推進研究 (5¶200)
1¶560

2

特定領域研究 (479¶749)
`

79

新学術領域研究 (46¶900)
14¶490

8

特別研究員奨励費 (63¶629)
`

87

基盤研究Þ
(19¶000)

5¶700
7

基盤研究Ì
(264¶324)

78¶422
78
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